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こ関する協定調印滋文化典生1
総　社　市ＡＭＤＡグル.－プ

　
市
は
６
月
１
９
日
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
（
本
部
・
岡
山
市
）
と
、
多
文
化
共
生

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
の
謁
司
式
は
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
定
書
に
署

名
・
押
印
し
た
の
は
、
ア
ム
ダ
ゲ
ル
し
フ
の
音
波
茂
代
表
、
同
的

野
秀
利
代
表
代
行
、
市
長
、
中
村
吉
男
総
社
市
議
会
議
長
の
４
人
。

署
名
・
押
印
後
４
人
は
固
く
握
手
し
ま
し
た
。
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部1り哺定繰綿
Ａ
グ

　
　
市
は
ア
ム
ダ
グ
ル
ー
プ
と

　
多
文
化
共
生
に
関
す
る
協
定

　
を
締
結
。
市
内
で
暮
ら
す
外

　
国
人
も
地
域
住
民
と
考
え
、

　
国
籍
や
民
族
を
超
え
た
多
文

｀
　
化
共
生
の
新
し
い
地
域
社
会

　
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
ア
ム
ダ
グ
ル
ー
プ
と
の
進

　
携
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ｙ
　
や
地
域
の
活
動
に
外
国
人
に

　
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
推
進
、

　
子
ど
も
の
小
・
中
学
校
へ
の
就

宍
’
学
支
援
、
日
常
的
な
こ
と
に

Ｊ
　
つ
い
て
情
報
提
供
で
き
る
シ

　
ス
テ
ム
作
り
と
い
っ
た
生
活

　
支
援
の
３
つ
が
中
心
に
な
り

　
ま
す
。
ま
た
、
市
民
に
外
国

／
人
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

ニ
う
国
際
理
解
の
啓
発
に
も
取

『
三
’
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一自治体との協定締結は初－
　
　
　
市
長
は
、
「
調
印
で
き

　
　
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
う
。

　
　
ア
ム
ダ
グ
ル
ー
プ
の
豊

　
　
富
な
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

　
　
を
市
に
貸
し
て
い
た
だ

　
　
き
、
本
当
の
多
文
化
共

生
の
成
功
事
例
を
作
っ
て
い

き
た
い
。
外
国
人
と
と
も
に

息
づ
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」
と
。
苛
波
さ
ん
は
、

「
や
る
か
ら
に
は
、
目
本
の
範

と
な
り
、
世
界
か
ら
見
て
も

す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
に
は
大
い
に
参
㈲
さ

せ
て
も
ら
う
」
と
、
調
印
後
に

話
し
ま
し
た
。

　
ア
ム
ダ
グ
ル
ー
プ
が
、
白

治
体
と
こ
の
よ
う
な
協
定
を

締
結
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
。
協
定
に
基
づ
き
両
者
は

今
年
度
、
状
況
把
握
や
中
学

生
を
対
象
に
し
た
国
際
理
解

の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
医
療

の
講
演
会
な
ど
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
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■在住外国人と意見交換

　多文化共生に向けた意見交換会が６月１９日、

ブラジル人学校のエスコーラ･モモタロウ･オカヤ

マ(駅前一丁目)で開かれました。

　ブラジル人をはじめ、フィリピンや中国、韓国

などの在住外国人約５０人をはじめ、内開府と外

務省の職員、同校の関係者ら合わせて約70人が

出席。医療への不安や税金、日本語教育の重要性

などについて意見交換しました。
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